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今回のclinical question

この子は虫垂炎かもしれない
外科に相談する前に

どんな検査をしたらいいかな…



検査はCTやエコーがある
けど、どれがいいかな？

CTは大人と違って内臓脂肪
が少なくて難しそう…

エコーは難しそうだな

造影はどういうときに
したほうがいいのかな？

今回のclinical question



本邦の年代別虫垂切除術件数

虫垂切除術

小児 ＞ 成人

小学校～中学校で
最多



小児急性虫垂炎の穿孔率

小児の穿孔率
15.9-34.8%

幼児 ＞ 学童



虫垂炎の診断① スコアリング



PASスコアの精度

日小外会誌 第55巻 7 号 2019年12月，pp. 1158-1163



虫垂炎の診断の歴史

～1980年代半ば：病歴、身体所見と血液検査から診断

 1980年代半ば～：超音波検査導入

 1990年代後半～：CT導入

 2000年代～：MDCT導入

不要な手術 多 穿孔例

不要な手術
減少

被ばく 多



虫垂炎の診断② 超音波検査とCT

 原則として超音波検査を第一選択とするのが望 ましい。（推奨度A）

 超音波検査が技術的に難しい場合や感度の低い場合、 穿孔が疑われる
場合には必要に応じてCT検査を考慮する。（推奨度B）

 感度を高め、 被曝を軽減するためには1回の造影CTが望ましいが、
造影剤による副反 応には十分に注意する。（推奨度B）

エビデンスに基づいた子どもの腹部救急診療ガイドライン 2017



虫垂炎の診断② 超音波検査とCT

メリット デメリット

超音波
被曝がない

ある程度の体動は画質に影響が少ない
リアルタイムに病変を把握

描出や所見は術者の経験と力量が左右する
腸管ガスの影響が大きい

否定形的な位置の虫垂の描出が容易でない

CT 撮影者の違いが画質に影響しない
被曝する

体動で画質が低下する



虫垂炎の診断② 超音波検査とCT

感度 特異度

超音波 88% 94%

CT 94% 95%

感度 特異度

単純CT 66% 96%

造影CT 90% 94%

Doria AS：Optimizing the role of imaging in appendicitis．Pediatr Radiol
2009：39（Suppl2）： 144-148．

Mullins ME，Kircher MF，Ryan DP，et al： Evaluation of suspected 
appendicitis in children using limited helical CT and colonic contrast material．
Am J Roentgenol 2001；176：37-41．



虫垂炎の診断② 超音波検査とCT

超音波検査における急性虫垂炎診断の精度



虫垂炎の診断② 超音波検査とCT

超音波検査における急性虫垂炎診断の精度

日本国内での報告は、
海外の文献と比較してエビデンスレベル
は高くないが感度、特異度とも高い



虫垂炎の診断② 超音波検査とCT

急性虫垂炎と診断された症例の超音波検査とCTの施行率



虫垂炎の診断② 超音波検査とCT

急性虫垂炎と診断された症例の超音波検査とCTの施行率



虫垂炎の診断② 超音波検査とCT

US施行率
(%)

CT施行率
(%)

51 84

56 61

72 47

100 100

28 25

33 22

40 19

40 16

56 100



虫垂炎の診断③ 超音波検査

コンベックスプローブ
腹水、膿瘍形成をチェック

リニアプローブ
虫垂壁の層構造、虫垂壁の血流をチェック

※深度限界は4cm



虫垂炎の診断③ 超音波検査

診断：蠕動のない盲端となる管腔状の構造物が虫垂
6 mm 以上を腫大とする
虫垂に一致した 圧痛があり、プローブでの圧迫で 変形しない



虫垂炎の診断③
超音波検査の重症度診断

東京都立小児総合医療センター
慶應義塾大学 小児外科



虫垂炎の診断④ CT

単純CTの感度 66％、特異度96％

造影CTの感度90％、特異度94％

造影CTで感度が有意に改善する

Mullins ME, Kircher MF, Ryan DP, et al：Evaluation of suspected appendicitis in children using limited 
helical CT and colonic contrast material. Am J Roentgenol. 2001；176：37-41



Take home 
message

こどもは成人より放射線感受性が高く、
CT撮像など被曝を伴う検査は慎重に検討
する必要がある

スコアの活用・超音波技術の向上に努めつつ、

検査を組み合わせていく


